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研究要旨 

 CKD 患者（透析患者及び腎移植患者を含む）の疾患やその治療が就労におよぼす影響の現状、通院状況、治

療内容などをアンケート調査する。アンケートの内容は、班会議において分担者で討議して決定する。過去の

就労に関する実態調査を検索し、課題を抽出する。これらの情報を活用し、マニュアル作成や療養指導の改善

に役立てる。 

 

 

A．研究目的 

CKD 患者（透析患者及び腎移植患者を含む）の疾

患やその治療が就労におよぼす影響の現状、通院

状況、治療内容などをアンケート調査する。アン

ケートの内容は、班会議において分担者で討議し

て決定する。過去の就労に関する実態調査を検索

し、課題を抽出する。これらの情報を活用し、マ

ニュアル作成や療養指導の改善に役立てる。 

 

B. 研究方法 

・就労に関するアンケートの内容を討議して決定

し、CKD 患者に対しアンケート調査を行う。 

・就労に関する文献調査を行い、課題を抽出す

る。 

 

C. 研究結果 

１）血液透析患者における生活・就労等に関する実

態調査に関しては、公益社団法人日本透析医会に

よ り 実 施 さ れ た 血 液 透 析 患 者 実 態 調 査

2021(n=7969, 平均年齢 69 歳, 男性 66％)を用い

ることとし、同事務局と協議のうえ、承諾を得た。

『仕事をしていない/学生』は 65 歳未満の生産年

齢人口において 37.5%、全体では 66.1%であった。 

 

２）腎移植後レシピエントにおける生活・就労等

に関する実態調査を実施した。アンケートは『全

国腎移植者（待機者）の医療・福祉ニーズに関す

る調査』として NPO 法人日本腎移植者協議会を調

査実施団体として実施した。146 名の回答（60—70

歳代が 69%、男性 52%）を得た。就労していない

方は 59％であった。一人で通院が 78.7%、ACP に

関して家族と話したことがあるのは 27.4％であっ

た。 

 

D. 考察 

 血液透析患者、腎移植後レシピエントにおける

高齢化もあり、血液透析患者、腎移植後レシピエ

ントに対する両立支援は必要である。今後、保存

期 CKD 患者における実態調査を進めるとともに、

療養指導マニュアル・両立支援ノートの作成が必

要であると考えられる。 

 

E. 結論 

勤労世代の生活・治療・就労等のライフスタイル

に沿った有効な CKD 対策についてまとめ、CKD患

者の治療と就労の両立支援を促進することで、

CKD 患者の QOL 向上および社会経済的損失の減

少、さらには CKD 重症化予防にも貢献し、透析導

入減少に繋がることが期待される。 

 

G. 研究発表 

1.  論文発表 

なし 

2.  学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録：なし 

3.その他：なし 
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